第4回「身体知プロジェクト」研究会議事録
2005年10月25日(火曜日)   18時半～20時    来往者応接会議室

参加者：岡原、熊倉、小菅、佐藤(望)、篠塚、手塚、武藤、横山(計8名 あいうえお順)

議題

１．2006年度秋学期開講予定の実験授業の立ち上げについて
今回の研究会では、2006年度後期に｢身体知｣をめぐる実験授業を立ち上げ、そこでの成果を積極的に研究とリンクさせていく企画を具体化させるために実験授業の内容について考察した。今回はそれぞれの参加者が今までかかわってきた身体知教育を通じて自らがどのようなカリキュラムを考えるかについて、意見交換を行った。実際にあがってきたテーマは以下のようにいくつかにカテゴライズできるだろう。
（1） 自らを今まで規定してきたアイデンティティを見直し、あるいは打ち壊し、新たなアイデンティティを見出すための身体知的な気づきの場の提供。そして自己発見を通じて他人と関係しあう場の構築。

· 作品を作り上げることで、自らを解き放ち、また自由に他人に解釈してもらう場

の構築

（例）コラージュ作成ワークショップ(手塚)

　　　箱庭作りなどの作成(篠塚)

· グループ・エンカウンターと他者との関係の構築

(例)　語ること・読み聞かせること(横山)
　　　グループの中で自己を語る（岡原)

　　・自らのライフスタイルを考える授業

　(例)　自ら栽培・収穫・食育を通じて新たなライフスタイルを確立する(熊倉)

　　・場所としての空間と自己との関係を考える
(例)　オルタナティブ・スペースの構築と空間の活性化(熊倉)
（2） 今まで行われてきた身体知・経験知・実験授業をさらに発展させる

· HAPPの企画とのコラボレーション：「演ずる」、「パフォーミング・アート」の企画実現の視点から、学生に機材の使いかた、衣装、照明、音響などの高度のノウハウを専門家をお呼びしてワークショップなどを通じて身につけさせる可能性(小菅)

· 音楽の高度なパフォーマンス力を身につけさせる(佐藤)

· 体育の授業と身体知
· 実験授業と経験知

· フィールド・ワークやボランティア・ワーク

(これからの展望)

12月に予定されている第6回身体知プロジェクト研究会において各自が具体的なカリキュラム案を持ち寄る。続いてそこで持ち寄られた企画をどのような理念でつなげて、実際のカリキュラム化を目指すのかが2006年1月,2月の大きな課題となる。なお、そこで考えられる身体知カリキュラムは、大学生のみならず一貫校の学生と社会人をも対象にしてよいのではないか。
２．教員向けの身体知合宿ミーティングの計画について
1で論じられたカリキュラムを構築する中で、重要になってくるものが｢教職員｣をいかにこの身体知教育の実現に巻き込んでいくのか、ということである。学生の身体知教育を考えると同時に教育における教職員の身体知意識を高めていくことも大変重要なことである。そこで広く教職員に呼びかける形で希望者対象に｢身体知教育を考える合宿｣を2006年2月か3月に開催したい。2泊3日でワークショップも取り入れながら、自らが考える身体知教育についてのディスカッションを行う場とする予定。積極的に広報活動を行い、教職員の意識を高め、身体知教育の輪を広げるよすがとしたい。合宿の具体的な内容に関しては、実験授業のカリキュラム内容が決定したあとで考えることにする。
３．特定研究｢学術フロンティア｣のコンテン研究ユニットとの協力
教養研究センターの｢超表象デジタル研究―表象文化に関する融合研究に基づくリベラル・アーツ教育のモデル構築｣が特定研究として学術フロンティアで採択事業となった。この事業はコンテンツ研究、学習環境構築研究、そして超表象デジタル化研究の3側面からあるべき教養教育のあり方を研究するものである。コンテンツ研究ユニットの中のひとつのプロジェクトが｢身体知｣であるほか（研究者代表は小菅隼人氏）、学習環境構築（ユニット代表は熊倉敬聡氏）も身体知と大きく関わってくる分野なので、今後は学術フロンティアの研究組織と共同で研究を進めていきたい。
４．次回の研究会

次回は11月28日(月)の18時45分より高野山大学スピリチュアルケア学科助教授の井上ウィマラ先生をお迎えして｢呼吸法｣の講義とワークショップを開催する。場所は日吉キャンパスに入ってすぐ右の建物、90番教室となりの畳の部屋(教職員談話室)の予定。参考文献は井上ウィマラ著『呼吸による気づきの教え』(佼成出版社、2005年)。
